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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、聖書学におけるギリシャ語新約聖書の主要な校訂本を対象にして、写本の異読情報
を付帯した意味ネットワークを構築し、グラフ理論に基づいたネットワーク分析を適用した。
また、共通箇所が多い校訂本に埋もれている微小な違いに焦点をあてながら、類似テキストの
差異の抽出を試みた。さらに、類似性を表す統計値と TEI(Text Encoding Initiative)エンコ
ードガイドラインに準拠して作成したディジタル批判本を組み合わせた、異本比較研究ツール
開発した。	 
 
研究成果の概要（英文）： 
The study applied some network analyses based on graph theory to the influential 
modern editions of the Greek New Testament and constructed semantic networks with 
the data of the variant readings among the editions. We also developed a comparable 
tool combining the statistical results and the digital critical editions based on the Text 
Encoding Initiative Guidelines. 
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１．研究開始当初の背景 
	 本研究代表者は、文理融合研究の一環とし
て、新約聖書解釈学の問題を対象とし、従来
の文献学とは異なる新規な解釈方法論を、計
量的な視点から提示してきた。特に、新約聖
書学の様式・伝承史的批判で議論されてきた、
福音書の成立の相互関係を扱う「共観福音書
問題」の計量分析の結果から、テキストの類

似概念の抽出や潜在的な意味構造をネット
ワーク図で表すことに成功した。 
	 さらに計量分析を深めて、計算工学からの
「新仮説」を打ち出すためには、校訂本の写
本情報を考慮した、文献学の本文批評に匹敵
する精密な分析が必要である。 
	 しかし、現在聖書学で参照されている校訂
本は、脚注に莫大な量の写本情報を羅列して
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記載されており、扱いにかなりの熟練度が要
求されるばかりか、テキストから写本の体系
や傾向を掴むことは難しいといった問題が
あげられる。 
	 これまでに、近代に印刷された校訂本の影
響関係を表す文献は多数存在しているが、参
照写本の傾向や、校訂本間の類似・相違性を
統計的な立場から議論した研究は少ない。 
 
２．研究の目的 
	 本研究は、19	 世紀以降に出版された主要
なギリシャ語聖書校訂本を対象として、写本
間の異読情報を付帯したネットワークを構
築し、校訂テキストを意味ネットワーク図で
表現する。そして、グラフ理論に基づいたネ
ットワーク分析を適用して、膨大で複雑な校
訂テキストの体系をネットワーク構造とし
て捉えて、諸校訂本の比較研究を行う。	 
	 校訂テキストと脚注の写本情報を使用し
て、時系列に沿った校訂本の影響関係を、Van	 
Dongen	 (2000)が提唱する Markov	 Clusteing	 
などのグラフクラスタリング手法を用いて、
校訂本の類似性・相違性について解析する。	 
	 校訂本ネットワークの構築は、市販されて
いるギリシャ語聖書校訂本の電子版をもと
にして、TEI(Text	 Encoding	 Initiative)エ
ンコード形式で作成する。	 
	 複雑な校訂本の体系をネットワーク構造
として捉えることで、従来の文献学の方法論
では困難であった校訂本の影響関係や写本
の選択傾向を計量的に分析し、諸校訂本の比
較を行うことを目的としている。	 
 
３．研究の方法 
	 諸校訂本の比較分析に適用する方法論は、
情報検索におけるベクトル空間モデルに基
づく類似度計算法や大規模実データ解析で
用いられるネットワーク分析を適用しなが
ら、テキスト間の構造や明らかにする。分析
結果は、テキスト体系を直感的に把握しやす
いようにインタラクティブなネットワーク
図として視覚的に表し、出現単語の検索やテ
キスト間の比較が可能とする Web	 アプリケ
ーションを開発した。	 
主要近代校訂本の比較研究には、類似するテ
キストに対してテキストマイニングの手法
を適用した。共通する文章に埋もれている微
小な違いに焦点をあてながら、類似テキスト
の差異の抽出を試みた。	 
	 分析テキストとして、ギリシャ語新約聖書
の代表的な近代校訂本を選定し分析の対象
とした。そして、新約聖書学で定本とされて
いる Nestle-Aland	 のギリシャ語新約聖書を
基準テキストとして使用しながら、諸本間の
相違点について観察した。	 
	 ミクロな視点からのアプローチとして、各
文書の特徴語彙を手がかりとして文章を比

較参照し、使用語彙の違いを調べた。	 
	 一方、マクロ的な観点からのアプローチと
して、テキスト全体に対して小単位の単語類
似度計算を行い、その計算結果である俯瞰図
からテキストの異同部分を観察した。	 
	 
４．研究成果	 
	 意味ネットワークは、様々な設定条件のも
とで複数の意味ネットワークを構築し、ネッ
トワーク基本特性量からデータの構造を考
察した。	 意味ネットワークの構築は、節を
単位とした単語の共起情報、主要キーワード
周辺の単語情報などの設定条件のもとで、一
つの校訂本に対して複数の意味ネットワー
クを構築した。	 
	 構築した諸本ネットワークの体系・構造の
特性を調査する方法論は、 Steyvers ＆
Tenenbaum(2005)	 が、大規模自然言語データ
として WordNet(Fellbaum,1998)から構築し
た意味ネットワークを用いて、実世界の複雑
系ネットワークにみられる特性を確認した
手法を導入した。基本統計量として、スケー
ルフリー・スモールワールド性を明らかにす
るために欠かせない指標として、次数分布と
クラスタリング係数を算出し、スケールフリ
ー・スモールワールド等のネットワークの体
系を示す特性を調べ、各諸本の構造の類似・
差異を確認した。諸本比較研究のプロトタイ
プとして、小規模なネットワークデータでの
比較研究を行った。	 
	 また、本研究の手法の汎用性を示すために、
研究対象の新約聖書とは異なるテキストを
使用して、語彙の特徴度指数による文書の特
徴分析を行った。対照テキストとして，ヴィ
クトリア朝の女性向け定期刊行誌である
English	 Woman’s	 Journal	 を用いた。そし
て，同じテーマを扱っている項目に対して，
多変量解析から分類される文書・単語間の類
似性を調べた。その結果、English	 Woman’s	 
Journal	 の語彙特徴を，多変量解析やネット
ワーク分析を組み合わせながら抽出する手
法の有効性を示した。（図１参照）	 

	 
図１：特徴語彙のネットワーク図	 
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	 ギリシャ語新約聖書の校訂本研究に関し
ては、異本比較研究のための使用容易なツー
ルの開発を行った。	 
	 電子テキストの作成には、 TEI(Text	 
Encoding	 Initiative)エンコード方式に準拠
した形式を採用し、テキストの計量分析から
得られた諸本間の類似度結果のグラフ図と
ディジタル批判本を組み合わせた異本デー
タを作成した。この構造化電子テキストは、
共有資源としての意義もあり、実際に、本研
究で構築したテキストの異本箇所を視覚的
に表現するアプリケーション（図 2参照）に
おいて実装した。	 
	 

図 2：異本間比較ツール	 
	 
	 本研究成果は、従来の文献学的方法論では
考察が困難であった校訂本の複雑な異本箇
所の傾向を統計指標と結びつけることで、校
訂本間の類似性を視覚的に観察することを
可能にした。	 
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